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エレクトロニクス分野におけるシミュレーション技術とその応用の進展小特集編集委員会

計算機を利用したシミュレーション技術は，システムや装置，部品の設計技術の一部としてきわめて重要な役割を果
たし，また様々なリスクや安全性の予測，更に機械学習やディープラーニングによる自動判別にも力を発揮していま
す．本学会においてもマイクロ波，光，電子デバイスなどのシミュレーション技術は共通的な基盤技術として位置付け
ることができ，独創的なアイデアを定量的に検証し付加価値の高い研究成果へと結実させる道具としても必要不可欠で
す．一方で，シミュレーションの対象の複合化や規模の拡大，精度や効率の向上は年々進歩を遂げつつあります．そこ
で今回，「シミュレーション」というエレクトロニクス分野の共通的なテーマに関する最先端の研究成果を集め，最近
の進展状況を俯瞰できるような特集として，「エレクトロニクス分野におけるシミュレーション技術とその応用の進展」
小特集“Special Section on Recent Advances in Simulation Techniques and Their Applications for Electronics”（2020 年
11 月号）の発行を企画しました．皆様からの積極的な御投稿をお願い致します．
1．対象分野
エレクトロニクス分野におけるシミュレーション技術に関する論文を広く募集します．主な分野は以下の通りです

が，これに限定するものではありません．
物理現象（電磁界・光・熱・流体など）のシミュレーション／デバイスシミュレーション／回路シミュレーション／

システムシミュレーション／複合（マルチフィジックスなど）シミュレーション／シミュレーションの高精度化技術／
シミュレーションの高速化技術／シミュレーションによる最適化技術／シミュレータの各種応用（産業・教育）／シ
ミュレータの開発環境／機械学習・ディープラーニング／その他
2．論文の執筆と取扱い
本小特集では PAPER と BRIEF PAPER を募集します．掲載ページ数は刷り上がり PAPER : 8 ページ，BRIEF PA-

PER : 4 ページ以内（厳守）を原則とします．論文の形式等の執筆の詳細は Information for Authors（http://www.
ieice.org/eng/shiori/mokuji_es.html）を御参照下さい．なお，論文誌の査読後の再提出期間（通常は 60 日）を短縮す
る場合があります．
3．投稿方法
Web による電子投稿のみ受け付けます．以下の手順で御投稿下さい．
https://review.ieice.org/regist/regist_baseinfo_e.aspx から登録を行って下さい．なお，登録にあたり，“Journal/

Section”は，“［Special-ES］Recent Advances in Simulation Techniques and Their Applications for Electronics”を選
択して下さい．［Regular-EC］を選択しないで下さい．
4．論文投稿締切 2019 年 10 月 10 日（木）厳守
5．問合せ先
園田 潤 仙台高等専門学校総合工学科

TEL & FAX〔022〕391-5616，E-mail：sonoda@sendai-nct.ac.jp
6．小特集編集委員会
編集委員長 大貫進一郎（日大）
編 集 幹 事 園田 潤（仙台高専），大寺康夫（富山県立大），
編 集 委 員 安藤芳晃（電通大），川口秀樹（室蘭工大），木村秀明（NTT），阪本卓也（兵庫県立大），柴山 純

（法政大），武居 周（宮崎大），陳 春平（神奈川大），辻 寧英（室蘭工大），平野拓一（都市大），
Tuptim Angkaew（Chulalongkorn Univ.），Yih-Peng Chiou（National Taiwan Univ.），Ilkka Laakso
（Aalto Univ.），Eng Leong Tan（Nanyang Technological Univ.）

【重要なお知らせ】
･Web による電子投稿の際，“Copyright Transfer and Page Charge Agreement”に承諾して頂きます．
･招待論文を含む全ての著者は，論文が採録となった場合，2020 年 4 月頃に掲載料をお支払い頂くことになります．
2020 年 5 月 15 日までに支払いが完了しない場合には，採録取り消しとなります．
･投稿に際しては，著者のうち少なくとも一名は本会会員でなければなりません．ただし招待論文に関してはこの限
りではありません．必要な投稿資格を満たしていない著者からの投稿論文については，投稿を受付けないこととな
りますので御注意下さい．入会の案内はこちらを御覧下さい．＜http://www.ieice.org/jpn/join/index.html＞


